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と
で
、
市
政
・
県
政
・

国
政
か
ら
世
界
の
地

球
の
平
和
に
繋
が
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今

を
。
デ
ジ
タ
ル
化
の

国
へ
。
医
療
・
教
育
・

経
済
活
性
化
へ
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
必
要
性
。
憲
法
改

正
等
を
、
市
民
の
レ

ベ
ル
が
高
い
、
川
口

か
ら
先
行
投
資
し
て

行
き
た
い
と
、
熱
く

語
ら
れ
た
。　
　

質
疑
応
答
で
は
、

数
多
く
の
質
問
に
予

定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
。

最
後
は
会
場
皆

で
、
声
楽
家
の
美
穂

10
月
11
日
、
新
郷

の
文
化
を
考
え
る
会

（
会
長=

照
山
悦
子

さ
ん
）
主
催
の
、
元

総
務
大
臣
・
衆
議
院

議
員
「
新
藤
義
孝
代

議
士
と
語
る
会
」
が
、

三
密
を
避
け
開
催
さ

れ
た
。杉本

市
議
会
議
員

の
司
会
で
流
れ
の
良

い
テ
ン
ポ
で
進
ん
だ
。

照
山
会
長
は
「
地

域
や
国
政
の
事
を
、

忌
憚
な
く
話
会
い
ま

し
ょ
う
」
と
。

板
橋
さ
ん
は
「
共

に
分
か
ち
合
う
時
間

に
し
ま
し
ょ
う
」と
。

そ
し
て
、
新
藤
さ

ん
は
、「
日
本
の
目
指

す
道
〜
日
本
国
憲
法

の
改
正
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、タ
ワ
ー

ミ
ー
テ
ン
グ
を
ス

タ
ー
ト
さ
れ
た
。

政
治
は
街
の
声
、

地
元
の
声
を
聞
く
こ

　
「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

新
郷
地
区
で
は
、
前
原

博
孝
連
合
町
会
長
と
、

中
山
久
仁
夫
交
通
安
全

指
導
員
会
会
長
が
、
地

区
内
の
小
学
校
４
校
の

４
年
生
児
童
を
対
象
に

10
月
７
日
、
奥
ノ

木
信
夫
川
口
市
長
は
、

浅
井
昌
志
草
加
市
長
、

賴
髙
英
雄
蕨
市
長
、

菅
原
文
仁
戸
田
市
長
、

立
石
泰
広
県
議
と
県

庁
を
訪
れ
、
大
野
元

裕
知
事
に
、「
神
根
運

動
場
へ
国
際
大
会
や

国
内
主
要
大
会
が
開

催
で
き
る
屋
内
50
ｍ

公
営
プ
ー
ル
の
開
設
」

を
要
望
し
た
。

　

奥
ノ
木
市
長
は

「
25
年
ほ
ど
前
に
、
県

は
県
営
防
災
公
園
を

川
口
市
に
造
る
計
画

だ
っ
た
が
頓
挫
。
そ

の
土
地
が
い
ま
だ
に

眠
っ
て
い
ま
す
。
今

日
は
最
後
の
お
願
い

に
来
ま
し
た
」
と
。　

　
大
野
知
事
は
「
１

都
６
県
で
国
際
プ
ー

ル
が
無
い
の
は
埼
玉

県
だ
け
、
４
市
長
の

要
望
を
重
く
受
け
止

め
ま
す
」
と
。

埼
玉
県
議
会
水
泳

　
　
連
盟
事
務
局
長　

　
　
　
立
石　
泰
広

「
第
３
回
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

行
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
金
賞
者

だ
け
が
列
席
し
た
。

　
前
原
さ
ん
は「
３
３
２

名
の
４
年
生
の
ど
の
作

品
も
上
手
で
甲
乙
つ
け

難
い
も
の
で
し
た
。
こ

の
ポ
ス
タ
ー
展
を
契
機

に
、
交
通
安
全
の
大
事

さ
を
再
認
識
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
挨
拶
。

　
成
績
は
次
の
通
り
。

◆
新
郷
小
学
校
▽
金
賞

＝
提
橋
心
花
▽
銀
賞
＝

酒
井
美
咲
・
宮
下
莉
愛
・

坂
井
清
一
・
鴨
川
莉
奈
。

◆
新
郷
南
小
学
校
▽
金

賞
＝
滝
沢
舞
依
▽
銀
賞

＝
五
味
渕
紗
果
・
佐
竹

希
生
・
佐
藤
綾
夏
・
吉

川
音
。

◆
新
郷
東
小

学
校
▽
金
賞

＝
西
田
梢
▽

銀
賞
＝
焼
田

菜
美
・
野
口

純
花
・
中
村

凌
穹
・
齋
藤

采
莉
。

◆
東
本
郷
小

学
校
▽
金
賞

＝
柴
田
奏
心

▽
銀
賞
＝
澤

村
和
美
・
武

内
柚
葉
・
岡

田
惠
・
笹
川

莉
音
。

　
（
敬
称
略
）

さ
ん
の
指
揮
で
「
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の

星
を
」
合
唱
し
た
。

参
加
者
は
、
照
山

悦
子
会
長
、
杉
本
か

よ
市
議
、
板
橋
智
之

前
県
議
、
中
山
久
仁

夫
町
会
長
、
吉
田
浩

之
街
づ
く
り
研
究
家
、

菊
地
博
秘
書
、
市
川

博
さ
ん
、
鵜
飼
勝
さ

ん
、
上
山
千
代
子
さ

ん
、
佐
藤
み
ゆ
き
さ

ん
、
佐
久
間
仁
さ
ん
、

辻
好
恵
さ
ん
、
長
沢

真
智
子
さ
ん
、
中
嶋

麗
文
さ
ん
、
原
光
三

さ
ん
、
水
島
早
苗
さ

ん
、
小
堀
家
、
鶴
男
・

勝
一
・
敬
子
・
直
樹
・

美
穂
・
美
陽
。



　
人
の
身
体
は
、
筋
肉

や
内
臓
な
ど
の
柔
ら
か

い
組
織
と
、
歯
や
骨
な

ど
の
硬
い
組
織
か
ら
で

き
て
い
ま
す
。

　
生
き
物
は
、
自
然
治

癒
力
と
い
う
自
分
で
自

分
の
身
体
の
故
障
を
治

す
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
力
の
素
と
な
る

の
は
血
液
で
す
。

　
血
液
は
身
体
中
に
栄

養
や
酸
素
を
運
ぶ
働
き

を
す
る
と
同
時
に
、
傷

を
治
し
た
り
身
体
の

中
に
貯
ま
る
い
ら
な
い

ゴ
ミ
の
掃
除
を
し
て
い

ま
す
。

　
外
か
ら
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
が
入
っ
て
く
る

と
、
血
液
が
か
け
つ
け

攻
撃
し
た
結
果
、
多

量
の
死
骸
や
白
血
球

の
ゴ
ミ
が
出
た
り
、
古

く
な
っ
て
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
自
分
自
身
の
細

胞
も
ゴ
ミ
に
な
る
の
で

す
。

　
そ
れ
ら
を
片
付
け
て

身
体
の
中
を
キ
レ
イ
に

す
る
の
も
血
液
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
血

液
は
、
人
間
の
健
康
を

保
つ
働
き
を
し
て
い
ま

す
が
、
歯
科
の
扱
う
歯

や
あ
ご
の
骨
に
つ
い
て

は
、
削
っ
て
も
ほ
と
ん

ど
出
血
し
な
い
の
で
自

然
治
癒
の
例
外
で
す
。

　

つ
ま
り
、
虫
歯
は

放
っ
て
お
い
て
も
自
然

に
治
ら
な
い
し
、
又
あ

ご
の
中
に
入
っ
た
細
菌

は
な
か
な
か
死
な
ず
、

放
っ
て
お
く
と
病
気
が

進
ん
で
し
ま
う
事
を
意

味
し
ま
す
。

　
で
す
か
ら
歯
科
治
療

は
予
防
す
る
こ
と
が
大

事
で
、
も
し
病
気
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

早
い
う
ち
に
治
療
し
た

ほ
う
が
い
い
と
い
う
の

は
、
血
流
の
量
に
問
題

が
あ
っ
た
の
で
す
。  

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）

   

院
長　
岩
下　
一
三

　
川
口
市
消
防
団
第

６
支
団
長
は
新
井
義

則
さ
ん
の
後
任
に
、

第
１
分
団
長
を
４
年

務
め
た
飯
塚
秀
行
さ

ん
（
61
）
が
就
任
さ

れ
た
。

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
新

郷
地
区
の
安
全
安
心

の
た
め
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」
と
抱
負
を

語
る
。

　
座
右
の
銘
は
「
初

心
忘
る
べ
か
ら
ず
」。

　
秀
行
さ
ん
は
飯
塚

家
の
14
代
目
で
生
粋

の
新
郷
っ
子
。

消
防
団
に
は
27
歳
で

入
団
、
家
業
は
農
家

な
の
で
火
災
時
は
い

つ
も
出
動
す
る
こ
と

が
出
来
る
と
。

　
「
昔
は
夜
中
の
火
事

が
多
く
、
真
夜
中
の

出
動
で
明
け
方
ま
で

か
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
安
全
装
置

が
付
い
て
い
る
の
で

助
か
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
全
て
の
行
事
が
中

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
い
終
息
を
願
い
ま

す
」
と
。

  「
タ
バ
コ
は
吸
わ
な

い
、
カ
ラ
オ
ケ
も
し

ま
せ
ん
」
と
。

　
趣
味
は
ゴ
ル
フ
。

家
族
は
一
美
夫
人
と

息
子
さ
ん
２
人
。

本
蓮
在
住
。

　
甥
に
当
た
る
飯
塚

孝
行
市
議
は
、

「
大
役
で
す
が
、
地
域

の
安
寧
の
た
め
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た

　
榛
松
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
、
会
長
が
西
田

直
史
さ
ん
の
後
任
に

鈴
木
博
子
さ
ん
（
48
）

が
就
任
し
た
。

　
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
小

学
校
で
副
会
長
を
４

年
、
こ
こ
中
学
で
副

会
長
を
２
年
努
め
ま

し
た
。
今
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
体
育
祭
・
音

楽
祭
等
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
。
資
源

回
収
は
毎
月
や
り
ま

す
。

　
大
変
な
年
だ
か
ら
、

そ
れ
に
対
応
し
て
、

生
徒
さ
ん
た
ち
の
健

康
と
安
全
に
心
掛
け

て
い
き
ま
す
」
と
、

抱
負
を
語
る
。

　
ま
た
、「
７
月
か
ら

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま

し
た
。
思
い
も
寄
ら

な
か
っ
た
こ
と
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
事
、

学
ぶ
こ
と
が
多
く
、

人
生
の
新
た
な
経
験

で
、
良
い
勉
強
に
な

り
ま
す
」
と
。  

　
座
右
の
銘
は
「
常

に
笑
顔
を
忘
れ
ず
」。

　
酒
は
少
々
、
カ
ラ

オ
ケ
は
演
歌
か
ら

ポ
ッ
プ
ス
迄
幅
広
い
。

趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
・

映
画
観
賞
。

　
職
業
は
歯
科
衛
生

士
専
門
学
校
専
任
教

員
で
、
都
内
早
稲
田

ま
で
通
勤
。

　
家
族
は
夫
・
子
ど

も
３
人
と
祖
母
の
６

人
。
出
身
地
で
あ
る

榛
松
在
住
。

し
ま
す
」
と
。

　
団
員
募
集
中

　
定
員
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
老
若
男
女

募
集
中
で
す
。

電
２
８
５・６
０
８
１

　
　
　
　
飯
塚
ま
で
。



　
新
郷
新
聞
所
縁
の
、
落

語
家
四
代
目
三
遊
亭
金
馬

さ
ん
が
金
翁
師
匠（
91
）に
、

息
子
さ
ん
の
金
時
さ
ん
が

五
代
目
金
馬
師
匠
（
57
）

と
な
ら
れ
、
親
子
揃
っ
て

の
襲
名
を
実
現
さ
れ
た
。

　
「
襲
名
披
露
興
行
」
が
９

月
21
日
か
ら
、
鈴
本
演
芸

場
を
皮
切
り
に
都
内
３
か

所
で
そ
れ
ぞ
れ
10
日
間
の

興
行
が
終
わ
り
、
10
月
21

日
か
ら
池
袋
演
芸
場
、
11

月
１
日
か
ら
国
立
演
芸
場

共
に
昼
席
で
行
わ
れ
る
。

　
披
露
口
上
は
司
会
が
林

家
正
蔵
落
語
協
会
副
会
長
、

柳
亭
市
馬
同
会
長
、
鈴
々

舎
馬
風
師
匠
、
柳
家
権
太

楼
師
匠
が
、
そ
し
て
中
央

に
金
馬
師
匠
と
金
翁
師
匠

が
勢
ぞ
ろ
い
。（
口
上
は
ど

う
ぞ
会
場
に
足
を
運
ば
れ

生
の
声
を
お
聞
き
く
だ
さ

い
。）
披
露
口
上
の
他
、
大

勢
さ
ん
の
落
語
・
曲
芸
・

浮
世
節
・
漫
才
・
も
の
ま

ね
や
音
楽
・
紙
切
り
な
ど

楽
し
め
、笑
っ
た
り
、笑
っ

た
り
、
時
に
は
人
情
で
泣

い
た
り
、
ひ
と
時
の
安
保

に
な
れ
る
寄
席
場
に
、
読

者
の
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　
金
翁
さ
ん
は
、
小
金
馬

時
代
の
昭
和
31
年
11
月
か

ら
41
年
３
月
ま
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
テ
レ
ビ
生
放
送
さ
れ

た
、「
お
笑
い
三
人
組
」
の

金
ち
ゃ
ん
で
出
演
、
司
会

や
ク
イ
ズ
番
組
な
ど
等
、

一
世
風
靡
を
遂
げ
た
方
。

　
「
落
語
家
は
人
前
で
落
語

が
し
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
何
と
し
て
で
も
生
き
延

び
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
コ

ロ
ナ
を
克
服
し
て
、
皆
が

集
ま
っ
て
顔
を
つ
き
合
わ

せ
て
噺
が
で
き
る
よ
う
な

世
の
中
に
な
り
た
い
で
す

ね
。
５
代
目
金
馬
を
御
贔

屓
に
」
と
金
翁
師
匠
。　

　
金
馬
さ
ん
は
「
嘗
て
重

い
名
前
に
、継
ぐ
の
を
断
っ

た
ん
で
す
が
、
卒
寿
を
過

ぎ
た
父
へ
の
親
孝
行
と
思

い
決
意
し
ま
し
た
。頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
応
援
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
」
と
。

　
川
口
か
ら
は
「
新
郷
の

文
化
を
考
え
る
会
」
照
山

悦
子
会
長
、
相
上
興
信
元

川
口
市
教
育
長
、
新
藤
義

孝
衆
議
院
議
員
の
菊
地
博

秘
書
な
ど
、
大
勢
が
お
祝

い
に
駆
け
付
け
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
町
会
行

事
が
出
来
ず
、
町
会
費
の
費
用
を
色
々

工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
峯
町
会
（
町
会
長
＝
清
水
健
二
さ
ん
）

は
、
町
会
費
で
町
会
私
有
地
に
、
防
災

倉
庫
２
棟
を
設
置
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る
こ
と
の
、

ま
さ
に
お
手
本
で
す
。
町
会
役
員
の
皆

様
に
は
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
」

と
、
飯
塚
孝
行
市
議
。

　
９
月
12
日
、
蕨
市
内
で
行
わ
れ
た

映
画
「
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
」
の
完
成

披
露
試
写
会
に
、
川
口
市
拉
致
問
題

を
考
え
る
会
代
表
の
前
原
博
孝
さ
ん

が
行
き
ま
し
た
。

　
前
原
さ
ん
は
「
13
歳
で
北
朝
鮮
に

拉
致
さ
れ
た
、
横
田
め
ぐ
み
様
を
通

し
て
、
川
口
の
拉
致
被
害
者
田
口
八

重
子
様
他
４
名
の
特
定
失
踪
者
帰
国

へ
向
け
市
民
の
、
拉
致
へ
の
理
解
と

解
決
へ
の
力
沿
え
が
増
え
れ
ば
有
難

い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　
本
蓮
１
丁
目
交
差
点
（
飯
塚
ビ
ル
前
）
は
、

歩
行
者
用
信
号
機
の
移
置
が
お
か
し
い
こ
と

や
、
横
断
歩
道
の
危
険
な
交
差
点
で
あ
る
こ
と

等
か
ら
、安
全
対
応
策
を
考
え
て
ほ
し
い
と
の
、

住
民
の
要
望
が
多
い
場
所
。

10
月
７
日
、
当
地
本
蓮
町
会
長
の
中
山
久
仁

夫
さ
ん
と
、
市
か
ら
交
通
安
全
対
策
課
課
長
補

佐
の
輿
石
龍
児
さ
ん
と
、
飯
塚
孝
行
市
議
が
現

本
蓮
町
会(

町
会
長
＝
中
山
久

仁
夫
さ
ん)

は
体
育
部
（
部
長
＝

鴇
田
勇
喜
さ
ん
）
主
催
の
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
蓮
沼
公
園
で

行
っ
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
新
郷
地
区
＆

本
蓮
チ
ー
ム
会
長
の
、
鈴
木
歳
男

さ
ん
を
筆
頭
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

３
密
を
守
り
見
事
に

大
会
を
終
え
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

◆
団
体
の
部

▽
優
勝
＝
曲
輪
支
部

▽
準
優
勝
＝
下
宿
支　
　

　
　
　
　
　
部

▽
３
位
＝
本
郷
支
部

◆
個
人
の
部

◇
男
子
▽
優
勝
＝
疋

田
求
（
本
郷
）
▽
準

優
勝
＝
佐
藤
定
三

（
下
宿
）
▽
３
位
＝

根
本
敏
男
（
下
宿
）

◇
女
子
▽
優
勝
＝
見

目
和
子
（
曲
輪
）
▽

準
優
勝
＝
井
上
三
枝

子
（
峰
岸
）
▽
３
位

＝
中
里
鈴
江（
上
宿
）　　
　
　

　
　
　
（
敬
称
略
）

　
写
真
前
列
左
か

ら
、
鈴
木
さ
ん
・
中

里
さ
ん・見
目
さ
ん
、

井
上
さ
ん
。
後
列
左

か
ら
、
中
山
さ
ん
・

鴇
田
さ
ん
・
根
本
さ

ん
・
佐
藤
さ
ん
・
疋

田
さ
ん・飯
塚
さ
ん
。

左から飯塚さん、清水さん、青木弘さん。

地
調
査
を
行
っ
た
。

　
「
信
号
機
の
調
整
や

ラ
イ
ン
の
引
き
直
し

等
、
悲
し
い
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
強
く
要

望
し
ま
し
た
」
と
飯

塚
市
議
。

　
写
真
左
か
ら
輿
石

さ
ん
、
中
山
さ
ん
、

飯
塚
さ
ん
。



先
日
、「
民
衆

救
っ
た
薬
の
原
点
」

と
題
し
て
第
72
回
正

倉
院
展
が
新
聞
の
特

別
面
を
飾
っ
て
い
ま

し
た
。

　
薬
の
歴
史
は
、
人

類
の
歴
史
と
同
じ
と

言
わ
れ
る

ほ
ど
古
い

も
の
で
す
。　

　
日
本
の
古
い
文
献

で
は
、
古
事
記
に
、

く
す
り
に
ま
つ
わ
る

話
が
い
く
つ
か
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
仏
教

の
布
教
と
と
も
に
、

医
学
や
色
々
な
技
術

が
日
本
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。

　
小
説「
天
平
の
甍
」

（
井
上
靖
）
で
描
か

れ
た
鑑
真
和
尚
は
、

日
本
へ
の
渡
航
に
５

回
も
失
敗
し
、
途
中

で
失
明
し
な
が
ら

も
、
西
暦
７
５
３
年

に
６
度
目
の
試
み
で

来
日
し
ま
し
た
。
お

し
ょ
う
は
、
薬
に
詳

し
い
医
僧
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
目
は
不
自
由
で
し

た
が
、
あ
ら
ゆ
る
く

す
り
を
鼻
で
か
ぎ
分

け
て
鑑
別
す
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
で

（277）

す
。

　
聖
武
天
皇
の
夫
人

で
あ
る
光
明
皇
后
の

病
気
を
治
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
正
倉
院
の
く
す
り

は
、
７
５
６
年
光
明

皇
后
が
東
大
寺
に
献

納
し
た
も
の
で
す
。

目
録
に
は
、「
病
に

苦
し
む
人
の
た
め

に
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
く
す

り
の
一
部
が
東
大
寺

正
倉
院
に
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
保
険
薬
剤
師　

　
　
中
山　
久
仁
夫

先
月
号
で
一
部
広

告
が
見
に
く
い
部
分

が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
新
郷
地
区
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
が
交
代
と
な

り
ま
し
た
。
順
次
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

　
実
際
に
祈
願
は
減
っ
て

も
、
日
々
の
お
参
り
の
方

の
人
数
は
、
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
祈

り
が
あ
っ
た
事
が
私
は
嬉

し
か
っ
た
。

　
日
本
で
１
番
有
名
な
会

社
の
社
長
さ
ん
の
言
葉
が

印
象
的
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
「
深
刻
に
な

る
な
真
剣
に
な
れ
」
と
。

「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
深
刻
に

な
ら
ず
に
ま
ず
出
来
る
事

を
前
向
き
に
真
剣
に
な

れ
」
と
あ
る
。
こ
の
言
葉

を
胸
に
感
染
予
防
を
し
っ

か
り
行
い
気
持
ち
よ
く
新

年
を
参
拝
者
の
皆
様
が
迎

え
ら
れ
る
様
、
初
詣
の
準

備
に
努
め
て
行
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
峯
ヶ
岡
八
幡
神
社　

　
　
　
　
　
宮
本　
洋
平　
　
　

◇
日=

10
月
25
日
（
日
）

◇
時=

①
11
：
30
〜

◇
時=

②
14
：
30
〜

◇
所=

ク
ラ
シ
カ
ル

    

ス
タ
ジ
オ
カ
ル
ー
ソ

◇
チ
ケ
ッ
ト

　
大
人
３
０
０
０
円

　
子
供
１
０
０
０
円

◇
出
演=

金
刺
美
穂

  （
ソ
プ
ラ
ノ
）
北
村
哲

  
朗
（
バ
リ
ト
ン
）
藤

  

目
由
梨
（
ピ
ア
ノ
）

◇
曲
目=
オ
ペ
ラ
ブ
ッ

   

フ
ァ
・
奥
様
女
中
・

　
こ
の
道
・
初
恋
な
ど

　
コ
ロ
ナ
で
50
席
限
定

◇
問=

金
刺
０
９
０

９
３
６
８-

７
６
０
１

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
が
暮
れ
る
の
が

早
い
で
す
、
交
通
事

故
な
ど
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
来
月
号
は
11
月
18
日

（
水
）
発
行
で
す
。

　
９
月
13
日
、
新
郷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
は
、
第
64
回
演
奏

会
を
、
管
楽
器
の
ク
イ

ン
テ
ッ
ト
（
代
表
＝
川

窪
大
介
さ
ん
）
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
新
郷
南
公

民
館
で
開
催
し
た
。

　
１
曲
目
は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
／
弦
楽
四
重
奏
曲
。

２
曲
目
は
木
管
五
重
奏
、

ゆ
う
が
た
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
か
ら
子
ど
も
達
の
心

を
鷲
掴
み
に
し
て
い
た
。　

　
次
は
、
ア
ル
ビ
ノ
ー

ニ
／
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
。

最
後
は
ナ
ウ
シ
カ
、
フ

ル
ー
ト
の
音
色
は
金
色

の
草
原
を
、
ホ
ル
ン
は

王
蟲
の
群
れ
を
思
い
起

こ
さ
せ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
演

奏
者
席
も
客
席
も
３
密

を
避
け
る
体
制
を
と
っ

た
が
、
椅
子
を
追
加
し

た
満
員
御
礼
。

　
「
地
元
に
生
演
奏
を
届

け
る
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
」
と
団
長
の
渡

辺
さ
ん
。

　
演
奏
者
、
▽
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
＝
細
淵
和
香
奈・

池
澤
し
ほ
り
・
小
堀
直

樹
・
野
本
香
菜
▽
ビ
オ

ラ
＝
桑
原
知
巳
・
野
本

香
織
▽
チ
ェ
ロ
＝
渡
辺

崇
靖
・
山
崎
三
雄
▽
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
＝
平
井
晃・

浅
野
涼
▽
フ
ル
ー
ト
＝

水
野
勢
奈
▽
オ
ー
ボ

エ
＝
北
惇
司
▽
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
＝
川
窪
大
介
▽

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
＝
堀
川
誠

至
▽
ホ
ル
ン
＝
前
森
有

生
（
敬
称
略
）

　
　
次
回
は
12
月
13
日
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
神
社
で
行
わ
れ
る
祭

祀
（
例
大
祭
や
祈
年
祭
新

嘗
祭
等
）
は
必
ず
決
め
ら

れ
た
日
に
行
わ
れ
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
そ
の
祭

祀
も
参
列
者
の
人
数
を
縮

小
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　
当
社
の
初
宮
詣
な
ど
の

祈
願
は
、
例
年
の
半
分
以

下
に
一
時
な
っ
た
が
、
現

在
は
少
し
づ
つ
元
に
戻
っ

て
来
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
祈
願
に
際
し

て
は
、
社
殿
内
の
換
気
・

手
の
消
毒
・
参
列
者
の
マ

ス
ク
の
着
用
・
ご
昇
殿
の

人
数
制
限
を
行
い
感
染
防

止
に
努
め
な
が
ら
行
っ
て

い
る
。
神
道
の
祈
り
や
故

事
に
は
、
疫
病
鎮
静
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。　
　 　

夏
越
大
祓
の
茅
の
輪
は

疫
病
に
か
か
ら
ぬ
為
の
印

で
、
小
さ
な
茅
の
輪
を
腰

に
付
け
た
事
が
始
ま
り
で

あ
り
、
京
都
の
八
坂
神
社

の
祇
園
祭
は
疫
病
退
散
の

祭
り
で
あ
る
。
今
で
も「
虫

送
り
」
と
言
う
祭
祀
が
あ

り
、
虫
を
疫
病
や
災
い
に

み
た
て
、
田
畑
か
ら
送
り

出
し
村
境
に
疫
病
進
入
封

じ
の
御
神
札
を
た
て
る
風

習
の
残
る
神
社
が
地
域
に

存
在
す
る
。

　
日
本
の
歴
史
に
お
い
て

疫
病
と
の
闘
い
は
常
に
あ

り
、
神
へ
の
祈
り
が
息
衝

き
根
づ
い
て
日
本
の
伝
統

の
祭
祀
と
な
っ
た
。
日
本

人
は
良
き
も
悪
き
も
含
め

て
神
様
へ
の
「
感
謝
と
お

陰
様
」
と
し
て
祈
り
を
捧

げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
榛
松
町
会
は
要
望
書

を
武
南
警
察
署
に
届
け

た
。

　
要
望
書
は
次
の
通
り
。

　
「
私
達
、
榛
松
町
会
住

民
は
榛
松
３
丁
目
30
番

地
付
近
に
あ
る
、
南
山

梨
バ
ス
停
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
バ
ス
停
の
あ

る
、
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
通
り
は
、
朝
夕

の
交
通
量
が
多
く
、
横

断
す
る
の
に
大
変
危
険

で
す
。
ま
た
、
新
郷
東

小
学
校
に
通
う
児
童
の

通
学
路
で
も
あ
る
為
、

交
通
事
故
防
止
の
観
点

か
ら
も
手
押
し
信
号
機
、

ま
た
は
横
断
歩
道
の
設

置
を
お
願
い
し
た
く
、

別
紙
署
名
を
添
え
て
要

望
致
し
ま
す
。

　
山
田
忠
榛
松
町
会
長
・

前
原
博
孝
連
合
町
会
長
」

と
、
５
１
０
件
の
署
名

簿
を
添
え
た
。

　
写
真
左
か
ら
、
山
田

さ
ん
、
渡
辺
武
さ
ん
、

前
原
さ
ん
。

　
成
績
は
次
の
通

り
。

◆
男
子
一
般
▽
優

勝
＝
及
川
功
▽
２

位
＝
増
島
三
千
男

▽
３
位
＝
田
村
俊

実
▽
べ
ス
グ
ロ
＝

種
子
勇
美
。

◆
男
子
シ
ニ
ア
▽

優
勝
＝
横
田
鈞
▽

２
位
＝
平
林
功
▽

３
位
＝
中
山
勝
男

▽
べ
ス
グ
ロ
＝
横

田
鈞
。

◆
女
子
一
般
▽
優

勝
＝
河
野
幸
子
▽

２
位
＝
山
川
弘
恵

▽
３
位
＝
増
島
順

子▽
べ
ス
グ
ロ
＝
河

野
幸
子
。

◆
女
子
シ
ニ
ア
▽

優
勝
＝
長
沼
サ
ト

子
▽
２
位
＝
山
田

登
美
子
▽
３
位
＝

小
野
沢
和
江
▽
べ

ス
グ
ロ
＝
大
出
の

り
子
。（
敬
称
略
）


